
令
和
５
年
度
投
稿 

 

俳
句 

 

（
四
月
） 

 
 
 
 

城
山
の 

景
色
眺
め
て 

翔
ぶ
が
如
く 

 

（
城
山 

大
久
保
一
蔵
） 

 
 

 

花
冷
え
も 

胸
の
熱
さ
や 
桜
島 

 

（
城
山 

橋
口
そ
の
み
） 

 
 

 

新
緑
の 

見
事
美
し 

仙
巌
園 

 

（
仙
巌
園 

し
ば 

た
ま
） 

 
 

 

葉
桜
や 

島
津
の
殿
の 

遠
眺
め 

 
（
仙
厳
園 

宮
澤
羅
夢
） 

 
 
 
  

ぢ
ゃ
ん
ぼ
も
ち 

ひ
こ
う
き
ぐ
も
が 

に
ほ
ん
だ
な 

 

（
仙
厳
園 

無
記
名
） 

 
 

 

桜
島
・
ひ
こ
う
き
雲
に
・
と
ど
く
夏 

 

（
仙
巌
園 

よ
よ
よ
） 

 
 

 

ぷ
ち
登
山 

秒
速
一
歩 

こ
り
ゃ
き
つ
い 

 

（
城
山 

な
む
し
う
） 

 
 

 

ザ
ビ
エ
ル 

カ
ゴ
シ
マ
ニ
キ
リ
ス
ト 

ツ
タ
エ
ル 

 

（
城
山 

ヒ
フ
ミ
・ 

ワ
ゾ
ウ
ス
キ
ー
） 

  



（
五
月
） 

 
 

 
荒
い
息 

遠
く
に
霞
む 

ベ
リ
ッ
シ
マ 

 

（
城
山 

惠
村
甲
子
朗
） 

 
 

 

立
ち
向
か
え 
勇
敢
な
背
や 

初
夏
の
雨 

 

（
城
山 

え
い
こ
） 

 
 

 

春
雨
に 

想
い
を
馳
せ
る 

西
郷
の
こ
え 

 

（
仙
厳
園 

中
村
風
樹
） 

 
 

 

大
木
の
見
つ
め
る
先
に
桜
島 

 

（
城
山 

り
ょ
こ
ち
ゃ
ん
） 

 
 

 

柿
若
葉
目
の
前
お
わ
す
桜
島 

 
（
仙
厳
園 

姫
り
ん
ご
） 

 
 

 

綺
麗
だ
な
鹿
児
島
の
夜
景
ま
た
来
た
い 

 

（
城
山 

千
利
休
） 

 
 

 

何
思
ふ 

あ
ゝ
絶
景
か
な 

桜
島 

 

（
城
山 

お
お
ち
ゃ
ん
） 

 
 

 

桜
島
、
よ
い
よ
い
よ
、
桜
島 

 

（
城
山 

藤
田
） 

 



（
六
月
） 

 
 

 
城
山
の 

い
に
し
え
お
も
う 

初
夏
の
風 

 

（
城
山 

森
千
恵
子
） 

 
 

 

時
雨
か
な 
薩
摩
の
国
に 

咲
く
紫
陽
花 

 

（
仙
厳
園 

峻
嶺
） 

 
 

 

五
月
雨
に 

耐
え
る
紫
陽
花 

薩
摩
武
将 

 

（
仙
厳
園 

峻
嶺
） 

 
 

 

春
蝉
の 

声
が
ひ
ろ
が
る 

仙
巌
の
山 

 

（
仙
巌
園 

ふ
く
） 

 
 

 

梅
雨
の
晴
れ 

揺
れ
の
故
郷 

楽
し
け
り 

 
（
城
山 

ゴ
ー
ゴ
ー
マ
ミ
ー
） 

 
 

 

城
山
の 

楠
い
や
高
し 

青
時
雨 

 

（
城
山 

春
宮
宗
淳
） 

 
 

 

せ
ご
ど
ん
の 

頭
に
リ
ボ
ン 

赤
と
ん
ぼ 

 

（
南
洲 

増
田
天
志
） 

 
 

 

赤
と
ん
ぼ 

次
は
城
山 

洞
窟
前 

 

（
南
洲 

増
田
勝
巳
） 

 



（
七
月
） 

 
 

 
 

花
梯
梧
い
ま
靄
を
脱
ぐ
桜
島 

（
仙
厳
園 

篠
原
新
治 

） 

 
 

 
 

青
空
に
煙
が
映
え
る
桜
島 

 

（
城
山 

と
の
き
ん
ぐ 

） 

 
 
 
  

 

岩
肌
と
自
分
の
肌
を
く
ら
べ
っ
こ 

 

（
仙
厳
園 

あ
き 

） 

 
 
 
  

 

甲
突
の 

夜
の
水
面
に 

踊
る
光 

 

 
(

維
新
ふ
る
さ
と
館 

 

な
か
ち
ゃ) 

 
 
 
  

 

展
望
台 

望
遠
鏡
で 

遠
く
ま
で 

 

（
城
山 
片
平 

菜
月 

） 

 
 
 
 
 

蝉
時
雨 

桜
の
島
に 

響
く
声 

 
 

（
城
山 

佐
藤 

一
心 
） 

 
 
 
 

（
八
月
） 

 
 

 

城
山
で 

セ
ミ
の
ぬ
け
が
ら 

ゲ
ッ
ト
だ
ぜ 

 

（
城
山 

山
本
奏
羽
） 

 
 

 
 

嵐
だ
が 

主
役
は
い
つ
も 

桜
島 

 

（
城
山 

あ
お
ぽ
ん
） 

 
 

 
 

城
山
と 

夏
の
風
吹
く 

桜
島 

 

（
城
山 

し
お
り
ん
ご
） 



終
戦
の
日 

家
族
と
と
も
に 

い
れ
る
幸
せ （

南
洲 

さ
さ
は
ら
） 

夏
の
日
の 

光
の
写
る 

錦
江
湾 

（
城
山 

鳩
山
保
歩
） 

日
差
し
受
け 
揺
れ
る
鈴
と 

君
の
汗 

（
仙
厳
園 

カ
ギ
サ
） 

 

（
九
月
） 

炎
天
に 

長
年
耐
え
る 

壺
畑 

 
（
南
洲
神
社 

ジ
ュ
ー
ン
ス
ロ
ー
プ
） 

 
 

 

我
望
む 

周
防
も 

ま
み
ゆ 

桜
島 

 

（
城
山 

勤
皇
志
士
） 

 
 

 

旋
回
の 

鷹
の
陰
差
す 

仙
厳
園 

 

（
仙
厳
園 

川
越
の
し
ょ
び
） 

 
 

 

白
萩
や 

銃
弾
の
跡 

な
で
る
風 

 

（
南
洲
神
社 

青
葉 

有
） 

青
い
海 

船
が
向
か
う
は 

桜
島 

 

（
城
山 

ひ
な
ふ
く
） 

 

 
 

 

雨
降
っ
て 

何
も
見
れ
な
い 

私
達 

 

（
仙
厳
園 

許
田
夏
太
郎
） 

 



 
 

 

散
り
た
る
や 

落
ち
葉
に
透
け
し 

煙
む
桜 （

城
山 

平
安
山
真
似
子
） 

 

（
十
月
） 

 
 
 
 

展
望
台 

夢
中
で
登
っ
て 

暮
れ
な
ず
む 

 （
城
山 

大
塚 

誠
） 

 

（
十
一
月
） 

我
老
え
ど 

母
と
の
来
鹿
は 

宝
な
り 

 

（
城
山 

開
明
子
） 

城
山
の 

落
ち
葉
の
行
方 

皆
知
ら
ず 

 
（
城
山 

小
泉
八
雲
） 

秋
の
陽
を 

浴
び
て
か
が
や
く 

桜
色 

 

（
城
山 

ｋ
ｋ
ｏ
ｋ
） 

娘
っ
子 

じ
じ
ば
ば
連
れ
て 

桜
島 
 

（
仙
厳
園 

村
上
誠
典
） 

思
い
出
に 

一
歩
踏
み
出
し 

山
登
り 

 

（
城
山 

千
葉
の
東
郷
） 

桜
島 

噴
煙
を
背
に 

鷹
舞
へ
り 

（
仙
厳
園 

菅
原
ゆ
か
り
） 

白
雲
を
吐
く 

山
眺
め
て 

言
う
こ
と
な
し 

 

（
城
山 

ぽ
ん
ぼ
こ
ぽ
ん
） 

 



 
 （

十
二
月
） 

古
き
良
き 

つ
な
が
る
歴
史 

大
噴
火 

 

（
仙
厳
園 

お
す
し
） 

 

幽
天
が 

挽
歌
を
奏
で
る 

桜
島 

 

（
仙
厳
園 

村
上
幸
生
） 

城
山
で 

夜
景
を
み
て
た
ら 
も
う
朝
だ 

 

（
城
山 

下
村
み
づ
き
） 

屠
蘇
気
分 

カ
ル
デ
ラ
の
湯
の 

桜
島 

 

（
城
山 

山
下
一
夫
） 

西
か
ら
の 

風
を
感
じ
て 

藩
士
い
く 

 

（
城
山 
し
ゅ
ん
た
ど
ん
） 

ク
リ
ス
マ
ス 

父
と
ふ
た
り
で 

夜
景
見
る 

（
城
山 

ぺ
ん
は
む
） 

着
膨
れ
て 

ベ
イ
マ
ッ
ク
ス
に 

見
え
も
ん
ど 

 
 

 

（
城
山 

城
山
花
道
） 

 

（
一
月
） 

 
  

歴
陣
の 

足
音
辿
れ
ば 

俺
も
行
け
る 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
仙
厳
園 

い
ぐ
た
ろ
う
） 

新
春
に 

願
い
を
込
め
て 

昇
り
龍 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
城
山 

は
る
あ
を
） 



桜
島 

眺
め
し 

挑
む 

桜
咲
く 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
城
山 

あ
お
は
る
） 

錫
門
の 

錫
に
日
当
た
る 

初
景
色 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
仙
厳
園 

堀
内
咲
子
） 

 

（
二
月
） 

鬼
は
外 

霧
島
神
宮 

福
つ
か
む 

 
 

 

（
城
山 

つ
る
ち
ゃ
ん
） 

 

再
訪
で
す 

最
高
な
の
で
す 

西
郷
で
す 

 

（
城
山 

お
城
マ
ス
タ
ー
） 

紅
白
の 

梅
を 

脇
侍
に 

獅
子
灯
籠 

 

（
仙
巌
園 
中
西
久
美
子
） 

百
寿
母 

兄
弟
集
む 

薩
摩
路
に 

 
 

（
城
山 

く
る
み
） 

桜
島 

夜
風
と
共
に 

な
に
思
ふ 

 

（
城
山 

り
っ
く
ん
） 

西
郷
ど
ん
も 

火
山
も
太
き 

春
薩
摩 

（
城
山 

村
上
空
夢
） 

赤
日
正
当
空 

城
山
远
望
桜
の
島 

青
木
不
知
冬 

 （
城
山 

张 

紫
熙
） 

 

 



展
望
台 

登
っ
て
び
っ
く
り 

桜
島 

 

（
城
山 

さ
さ
っ
き
ー
） 

桜
島 
煙
の
先
に 

青
い
空 

 

（
城
山 

岡
田
光
道
） 

鹿
児
島
よ 

初
め
て
の
土
地 

楽
し
い
な 

 

（
維
新 

み
づ
を
） 

壮
大
な 

心
綺
麗
に 

洗
わ
れ
て 

 

（
仙
巌
園 

こ
た
を
） 

台
湾
よ
り 

見
る
桜
島
か
ら 

歴
史
思
ふ 

 

（
城
山 

テ
ン
） 

緑
も
ゆ 

で
っ
か
い
お
に
わ 

仙
巌
園 

 

（
仙
巌
園 
も
り
） 

（
三
月
） 

若
人
は 

砂
踏
み
諦
め
て 

春
を
嗅
ぐ 

 

（
仙
巌
園 

き
し
ょ
べ
） 

茶
の
泡
や 

揺
ら
す
は
レ
ー
ル
と 

潮
の
音 

（
仙
巌
園 

か
ね
し
ま 

は
る
と
） 

ワ
ン
コ
イ
ン 

寂
し
な
る
冬 

垣
間
見
ゆ 

 

（
城
山 

な
か
む
ら
） 

城
山
に
思
う 

影
み
る 

秋
の
月 

 



（
城
山 

オ
ム
ラ
イ
ス
で 

ロ
ン
グ
ブ
ザ
ー
ビ
ー
ト
） 

城
山
公
園 

雨
の
中
散
策
も 

趣
あ
る
な 

 

（
城
山 

無
記
名
） 

庭
園
の 

桜
を
彩
る 

桜
島 

 

（
仙
巌
園 

中
川
り
さ 

） 

城
山
や 

は
る
か
彼
方
の 
白
煙 

 
 

（
城
山 

徳
重
裕
武
士
） 

桜
島 

霞
か
か
り
し 

夢
の
色 

 
 

（
城
山 

月
影
ふ
あ
） 

錫
瓦 

ふ
り
さ
け 

見
れ
ば 

花
曇
り 

 
 

（
仙
巌
園 
せ
い
せ
い
） 



 
 

 

川
柳 

（
四
月
） 

 
 
 
 

よ
く
ぞ
こ
こ 
い
て
く
れ
た
な
り 

桜
島 

 （
城
山 

橋
口
そ
の
み
） 

 
 
 
  

い
に
し
え
も 

屋
久
杉
御
用 

仙
巌
園 

 

（
仙
厳
園 

し
ば 

た
ま
） 

 

（
五
月
） 

 
 
 
  

 

棒
の
足 

休
ま
せ
眺
め
る 

桜
島 

 

（
城
山 
き
な
こ
も
ち
） 

 
 

 
 

薩
摩
に
て
、
新
緑
に
ふ
れ
、
緑
を
し
る 

（
城
山 

藤
田
） 

（
六
月
） 

 
 

 
 

鹿
児
島
県 

高
校
以
来
だ 

嬉
し
い
な 

 （
仙
厳
園 

川
西
市
の
源
頼
光
） 

 

  



（
七
月
） 

 
 

 
火
山
か
な 

 

さ
く
ら
も
あ
う
ら
も 

あ
り
が
と
う 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
城
山 

太
子
堂
の
ピ
ア
ニ
ス
ト 

） 

 
 

 

過
去
と
今 
歴
史
を
繋
ぐ 

フ
ェ
リ
ー
か
な （

城
山 

ニ
イ
ガ
タ
ゴ
ミ
ム
シ 

） 

 
 
 
  

展
望
台 

望
遠
鏡
で 
遠
く
ま
で 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
城
山 

片
平 

菜
月 

） 

 
 
 
  

靡
く
木
々 

あ
ち
ら
こ
ち
ら
へ 

挨
拶
を 

 
 （

城
山 

佐
藤 

一
心 

） 

 

（
八
月
） 

 
 

 

初
失
神 

残
暑
厳
し
い 

鹿
児
島
県 

 

（
城
山 

剛
蔵
） 

 
 

 

薩
摩
っ
子 

さ
い
ご
う
さ
ん
と 

横
の
ポ
チ 

 

（
城
山 

は
っ
か
） 

 



（
九
月
） 

 
 

 
 

 
池
の
鯉 

金
鱗
魅
せ
る 

太
っ
腹 

 
 

（
仙
厳
園 

川
越
の
し
ょ
び
） 

 
 

 

み
し
ま
村 
み
し
ま
焼
酎 

無
垢
の
蔵 

 
 （

仙
厳
園 

両
棒
餅
美
味
し
い
） 

桜
島 

思
っ
た
よ
り
も 
桜
が
な
い 

 
 

（
城
山 

ホ
ン
ダ 

） 

自
販
機
の
コ
ー
ラ 

売
り
切
れ 
か
な
し
い
か
な 

 
 

（
城
山 

ホ
ン
ダ 

） 

  

（
十
月
） 

 
 
 
 

西
郷
ど
ん
に 

修
学
旅
行
で 

会
い
に
来
た 

 

（
城
山 

大
塚 

誠
） 

 

T
h

e
 b

ig
 v

o
lc

a
n

o
 
 

S
ta

n
d
s
 a

b
o

v
e
 th

e
 b

u
s
y
 to

w
n

 
 

C
o

m
e

 e
n

jo
y
 th

e
 s

c
e
n

e
 

（
城
山 

E
m

m
a

） 

  

（
十
一
月
） 

 
 
 
 

噴
煙
が
龍
に
戻
っ
て
夜
が
明
け
る 

 

（
仙
厳
園 

戒
踊
兵
） 

 



高
台
で 

望
む
鹿
児
島 

ボ
ル
ケ
イ
ノ 

 

（
城
山 

シ
ャ
ト
ー
の
民
Ａ
） 

城
山
の 

ゴ
ミ
の
分
別 

素
晴
ら
し
い 

 

（
城
山 

小
泉
八
雲
） 

桜
島 

落
ち
葉
の
上
に 

火
山
灰 

 

（
仙
厳
園 

倉
崎
志
保
） 

仙
厳
園 

最
後
の
最
後
で 
あ
の
松
か
い 

 

（
仙
厳
園 

と
も
さ
ん
） 

桜
島 

噴
火
を
減
ら
し 

笑
い
皺 

 

（
仙
厳
園 

さ
と
う
一
徳
） 

  

（
十
二
月
） 

  
 
 
 

開
国
を 

ニ
セ
と
話
し
た 

加
治
屋
町 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
維
新 

か
な
た
丸
） 

酸
化
鉄 

あ
な
た
の
心
も 

還
元
す 

 

（
仙
厳
園 

お
す
し
） 

 



む
く
む
く
と 

立
ち
上
る
灰 

桜
島 

 

（
城
山 

秘
宴
） 

灰
よ
り
も 

勇
姿
に
涙
の 

桜
島 

 

（
仙
厳
園 

村
上
幸
生
） 

（
一
月
） 

悲
し
い
な
あ 

悲
し
い
な 

ぴ
っ
ぴ
か
ち
ゅ
う 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
仙
厳
園 

林
檎
） 

   
 
 
 

こ
こ
に
来
て 

雪
と
桜
に 

出
会
う
と
は 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
仙
厳
園 

つ
る
か
め
） 

（
二
月
） 

 
 
 
 

気
晴
ら
し
と 

た
ま
に
は
行
こ
う
か
と 

は
や
常
連 

 

（
城
山 

つ
る
ち
ゃ
ん
） 

逆
立
ち
の 

狛
犬
乗
り
し 

桜
島 

 

（
仙
巌
園 

さ
め
） 

仙
巌
園 

で
っ
か
い
お
に
わ 

い
い
な
ぁ 

 

（
仙
巌
園 

も
り
） 

（
三
月
） 

 
 
 
 

不
眠
夜 

柵
飛
び
超
え
る 

桜
島 

 



（
城
山 

オ
ム
ラ
イ
ス
で 

ロ
ン
グ
ブ
ザ
ー
ビ
ト
） 

せ
ご
ど
ん
と 

さ
い
ご
う
ど
ん
は 

ど
っ
ち
が
い
い
？ 

 

（
城
山 

ヤ
ブ
イ
ヌ
） 

 

城
山
か
ら 

志
士
ら
も
見
た 

永
劫
の
海 

 

（
城
山 

石
原
豚
木
） 

鹿
児
島
に 

は
る
ば
る
来
た
よ 
西
郷
さ
ん 

 

（
城
山 

徳
重
裕
士
） 

 

息
上
が
り 

見
上
げ
る
先
は 

桜
島 

 
（
城
山 

月
影
ふ
あ
） 

 

 
 



 

 
短
歌 

 

（
四
月
） 

 
 
 
 

地
に
響
く 

火
薬
の
音
と 

死
の
匂
い 

全
て
見
届
く 

悠
久
の
大
地 

 

（
城
山 

賢
士
郎Jr

） 

 
 

 

新
緑
の
風
に
連
れ
ら
れ
辿
る
道
志
舞
う
古
の
武
士 

 

（
城
山 

橋
口
そ
の
み
） 

 
 

 

さ
く
ら
島
君
の
背
越
し
に
み
る
山
よ
わ
が
心
中
は
け
む
り
の
中
に 

 

（
城
山 

お
く
だ
あ
い
） 

 
 

 

頂
上
で
自
撮
り
を
し
て
い
る
ジ
ェ
ー
ケ
ー
の
画
角
の
中
に
桜
島
な
し 

（
城
山 
ヒ
フ
ミ
・ 

 

 

ワ
ゾ
ウ
ス
キ
ー
） 

 

（
五
月
） 

  
 
 
  

鹿
児
島
の 

城
山
巡
る 

船
旅
は 

歴
史
の
痕
を 

心
に
刻
み 

 

（
城
山 

あ
ら
た
つ
） 

 
 

 

せ
わ
し
な
く 

城
山
巡
る 

船
旅
の 

バ
ス
か
ら
覗
く 

歴
史
の
痕 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
城
山 

あ
ら
た
つ
） 

 
 

 

鹿
児
島
の 

地
元
心
を
人
問
わ
ば 

朝
日
の
昇
る 

桜
島
山 

 

（
城
山 

鈴
木
史
人
） 

 



 
（
七
月
） 

 
 

 
 

せ
ご
ど
ん
を 

忍
び
汗
か
き 

一
歩
づ
つ 

登
る
城
山 

人
生
の
糧 

 

（
城
山 

仲
宗
根 

健 

） 

せ
ご
ど
ん
と 
チ
ン
ケ
自
分
と 

く
ら
ぶ
る
に 

汗
か
き
登
る 

城
山
の
坂 

 
 

（
城
山 

仲
宗
根 

健 

） 

 
 
 
  

夏
の
雲 

顔
を
隠
し
て 

桜
島 

熱
き
心
を 

の
ぞ
く
頃
か
な 

 
 

（
仙
厳
園 

よ
ん
う
ん 

） 

 
 
 
  

城
山
に 

幕
府
を
残
し 

西
郷
の 

跡
形
を
知
り 

泡
沫
と
成
す 

 

  

（
八
月
） 

 
 

 

台
風
で 

屋
久
島
行
け
ず 

悲
し
き
な 

大
樹
の
木
陰
が
心
を
包
む 

 

（
城
山 

山
本
奏
羽
） 

海
青
し 

海
原
青
し 

薩
摩
富
士 

指
宿
砂
に
芋
に
溺
れ
て 

 

（
仙
厳
園 

伊
予
の
西
郷
ど
ん
） 

夏
の
陽
に
照
ら
さ
れ 

照
ら
す
西
郷
ど
ん
や
兵
（
ツ
ワ
モ
ノ
）

の
夢 

こ
こ
に
残
せ
り 

 

（
城
山 

鳩
山
保
歩
） 

 
 

 

（
九
月
） 
 

 

 

東
雲
の 

翠
の
も
と
焼
き
付
く
は 

海
馬
に
染
み
る 

鹿
児
島
の
色 

 

（
城
山 

旅
の
ま
に
ま
に
菅
家
） 

 



  
 

 
道
順
を 

庭
師
に
聞
か
ば 

面
差
し
の 

西
郷
ど
ん
や 

仙
厳
園 

 

（
仙
厳
園 

川
越
の
し
ょ
び
） 

 

さ
く
ら
じ
ま 
け
む
り
も
く
も
く 

か
っ
か
ざ
ん 

 

か
な
ら
ず
こ
よ
う 

と
し
お
い
て 

 

（
仙
厳
園 

ゆ
ー
り
） 

  

（
十
月
） 

 
 
 
 
 

桜
島 

噴
火
し
た
山 

友
と
見
て 

十
年
後 

ま
た 

懐
か
し
む 
 

（
城
山 

大
塚 

誠
） 

   
 

（
十
一
月
） 

思
い
出
の
写
真
を
一
枚 

桜
島 

後
ろ
に
構
え
て 

背
中
は
大
き
く 

 

（
城
山 

小
泉
八
雲
） 

桜
島 

シ
ャ
ッ
タ
ー
切
れ
ば 

鷹
が
横
切
る 

 

（
城
山 

ほ
ん
ぼ
こ
ぽ
ん
） 

 

枯
れ
柿
と 

燦
々 

日
照
り 

気
は
引
け
て 

そ
れ
で
も
桜
島
は
堂
々 

 

（
仙
厳
園 

マ
ジ
ェ
ス
テ
ィ

田
頭
） 

 



此
の
度
は 

青
い
吐
息
で 

眺
め
け
り 

紅
葉
の
ね
む
り 

我
が
思
い
出
づ 

 

（
仙
厳
園 

変
な
人
） 

  

（
十
二
月
） 

染
ま
り
落
つ 
一
葉
を
照
ら
す 

陽
光
を 

嘲
笑
い
吹
く 

落
ち
葉
風
今 

 

（
仙
厳
園 

村
上
幸
生
） 

（
二
月
） 

曇
天
の 

頂
上
霞
む
桜
島 

故
郷
離
れ
し 

息
子
も
晴
れ
よ 

 

（
城
山 

つ
る
ち
ゃ
ん
） 

薩
摩
路
に 

母
の
笑
顔
を
梅
の
花 

咲
く
や
嬉
し
き 

兄
弟
集
い
て 

 
（
城
山 

く
る
み
） 

仙
巌
園 

見
つ
め
る
偉
大
な
桜
島 

生
き
る
火
山
は 

鹿
児
島
の
象
徴 

 

（
仙
厳
園 

な
ぐ
） 

 



（
三
月
） 

小
旅
行
５
人
で 

波
打
ち
際
歩
く 

 

あ
い
つ
と
２
人
で 

歩
き
に
来
よ
う 

 

（
仙
巌
園 

か
ね
し
ま
は
る
と
） 

噴
火
か
な 

眺
め
る
噴
煙 

芝
の
上 

す
す
る
鼻
に
は 
杉
花
粉
か
な 

 

（
仙
巌
園 

な
お
ピ
ー
マ
ン
） 

初
な
の
に 

雨
で
見
え
な
い 

桜
島 

 

桜
の
季
節 

心
が
濡
れ
る 

 

（
仙
巌
園 

ひ
ろ
く
ん
） 

宇
宙
（
そ
ら
）
へ
行
く 

輝
く
星
の 

み
ち
し
る
べ 

 
 

見
上
げ
る
君
は 

何
を
問
う
の
か 

 

（
城
山 

月
影
ふ
あ
） 

  


